
年間授業計画

高等学校 令和8年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 3

水の東西（山崎正和）
【知識及び技能】
・主張と論拠、個別の情報と一般化
された情報、推論の仕方など、情報
の扱い方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・東西の対比関係を用いながら、日
本の水文化に見られる特徴について
論じる叙述の方法を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報と情報を対比させながら展開
する評論を粘り強く読み、学習課題
に沿って論理の展開を分析しようと
する。
・水を用いた芸術や仕掛けについて
積極的に題材を探し、表現の仕方を
工夫して説明しようとする

・指導事項
・東西の対比関係を用いながら、
日本の水文化に見られる特徴につ
いて論じる叙述の方法を把握す
る。
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・自分の考えや事柄が的確に伝わ
るように、根拠の示し方や説明の
仕方を工夫する。
・東西の文化を比較して述べた文
章を読み、自分の意見や考えを論
述する。

○ ○

【知識及び技能】
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・東西の対比関係を用いながら、日本の水文
化に見られる特徴について論じる叙述の方法
を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報と情報を対比させながら展開する評論
を粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展
開を分析しようとしている。
・水を用いた芸術や仕掛けについて積極的に
題材を探し、表現の仕方を工夫して説明しよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

○

【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・話し言葉の特徴を踏まえて話したりするな
ど、相手の理解が得られるように表現を工夫
している。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に伝わりやすい表現を考え、学習課
題に沿って説明や発表をしようとしている。

○ ○

1

○

6○ ○

1○

○ ○

（６組：酒井　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

現代の国語

配当
時数

（１組：酒井　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けさせる。

国語 現代の国語 2

（２組：酒井　　） （３組：酒井　　） （４組：酒井　　） （５組：酒井　　）

態

現代の国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

〇

定期考査

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や相手に配慮した表現につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと」において、話し言葉の特徴を
踏まえ、相手が理解しやすいように表現を工
夫して話している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・口頭での説明を通して、話し言葉の特徴を
ふまえ、相手が理解しやすい表現を粘り強く
工夫する中で、自らの学習を調整しようとし
ている。

〇

「何も知らない〈私〉」を知ること
（永田和宏）
【知識及び技能】
・叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
進んで文章の叙述をもとに要点を把
握し、内容や形式について論述す
る。

【指導事項】
・叙述を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要
点を的確にまとめる。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

【指導事項】
・言葉やコミュニケーションの基
礎を知り、学びに向かい姿勢を作
る。
・話し言葉の特徴をふまえて的確
に話す。
・情報が伝わるように説明の仕方
を工夫する。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

〇

定期考査

ものとことば（鈴木孝夫）
(中村桃子)
【知識及び技能】
・話し言葉の特徴や相手に配慮した
表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえ、相手が理解しやす
いように表現を工夫して話す。
【学びに向かう力、人間性等】
・口頭での説明を通して、話し言葉
の特徴をふまえ、相手が理解しやす
い表現を粘り強く工夫する中で、自
らの学習を調整する。

【指導事項】
・情報を収集・整理し、伝え合う
内容を検討する。
・情報が的確に伝わるように説明
の仕方を工夫する。
・相手や目的に応じた語句や文体
の使い方を身に付ける。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

「相手を説得する」　	
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役
割、表現の特色を踏まえ、正確さ、
分かりやすさ、適切さ、敬意と親し
さなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し使用する。
【思考力、判断力、表現力等】
・話し言葉の特徴を踏まえて話した
りするなど、相手の理解が得られる
ように表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に伝わりやすい表現を考
え、学習課題に沿って説明や発表を
しようとする。

・指導事項
・話し言葉と書き言葉の特徴を理
解する。
・相手・目的・場面に応じた言葉
遣いを理解する。
・相手により伝わりやすい表現方
法を理解する。

○

新訂現代の国語　第一学習社

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して他者や社会と関わろうとする態度を養う。

8

【対比】「間」の感覚（高階秀爾）
【知識及び技能】
・言葉の意味内容を改めて考え、認
識や思考と言葉との関係を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、内容や論
理の展開について叙述をもとに的確
にとらえている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に、学習課題に沿って、「考
える」という概念がどのようなもの
として定義されているか把握する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、「考える」
という概念がどのようなものとして定義され
ているか把握しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで、文章の叙述を基に要点を把握し、
学習課題に沿って、内容や形式について論述
しようとしている。

○ ○ ○

8

１
学
期



○ 8

不均等な時間（内山節）
【知識及び技能】
・主張と論拠、個別の情報と一般化
された情報、推論の仕方など、情報
の扱い方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や厚生、論理の展開を的確に
とらえ、用紙を把握する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・筆者の評価を理解したうえで、自
分の考えを文章にし、発言すること
に対して主体的に取り組んでいる。

・指導事項
・論展開と、筆者が論拠としてあ
げる事例を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・自分の考えや事柄が的確に伝わ
るように、根拠の示し方や説明の
仕方を工夫する。
・日本文化について述べた文章を
読み、自分の意見や考えを論述す
る。
・調べたことを整理して、説明資
料にまとめる。

○

○ 1

ロビンソン的人間と自然（村岡晋
一）
【知識及び技能】
・個別の情報と一般化された情報と
の関係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、目的に応じ
て、文章に含まれている情報を相互
に関係付けながら、内容や書き手の
意図を解釈したり、文章の構成や論
理の展開などについて評価したりす
るとともに、自分の考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・複数の文章を比較して読むことに
意欲をもち、共通点や相違点をとら
える。

【指導事項】
・複数の文章を比較し、共通点や
相違点をとらえる。
・内容や構成、論理の展開などに
ついて、的確に捉える。
・文章の要旨、要点を把握する。
・情報を相互に関連付けながら、
内容を解釈する。
・解釈や評価を通して、自分の考
えを深める。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

〇

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文
章や図表などに含まれている情報を相互に関
係付けながら、内容や書き手の意図を解釈し
たり、文章の構成や論理の展開などについて
評価したりするとともに、自分の考えを深め
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をも
ち、共通点や相違点をとらえようとしてい
る。

〇 〇 〇

○

【知識及び技能】
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や厚生、論理の展開を的確にとらえ、
用紙を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・筆者の評価を理解したうえで、自分の考え
を文章にし、発言することに対して主体的に
取り組んでいる。

○ ○

7〇 〇 〇

8

1

7

定期考査

○ ○

○

【知識・技能】
・文章と図表の情報がどのような対応関係に
あるかを理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において文章や図表などに含
まれている情報を相互に関連づけながら内容
を解釈するとともに、自分の考えを深めてい
る
【主体的に学習に取り組む態度】
・図表を伴う文章を読むことを通して、それ
ぞれの情報を相互に関連づけて内容を粘り強
く解釈し、自分の意見を深める中で、自らの
学習を調整しようとしている。

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文
章に含まれている情報を相互に関係付けなが
ら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章
の構成や論理の展開などについて評価したり
するとともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をも
ち、共通点や相違点をとらえようとしてい
る。

２
学
期

【主張と根拠】デザインの本意（原
研哉）
【知識及び技能】
本文中に登場する文章の効果的な組
立て方や接続の仕方について、その
構造や特色などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・主張を論証するための根拠を示す
論理構成を把握し、筆者が述べるデ
ザインの本質について理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・筆者の主張とそれを支える根拠を
粘り強く読み、学習課題に沿って論
理の展開を分析しようとしている。

【指導事項】
・資料と文章の関係に注意して、
情報を読み取る。
・内容や構成、論理の展開などに
ついて、的確に捉える。
・文章の要旨、要点を把握する。
・情報を相互に関連付けながら、
内容を解釈する。
・目的や意図に応じて適切な話題
を決める。
・情報のだろう性、信頼性を吟味
し、伝えることを明確にする。
・情報が的確に伝わるように説明
の仕方を工夫すいる。
・読み手の理解が得られるよう、
論理の展開や構成を工夫する
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

〇 〇

〇

フェアな競争（内田樹）
【知識及び技能】
・個別の情報と一般化された情報と
の関係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、目的に応じ
て、文章に含まれている情報を相互
に関係付けながら、内容や書き手の
意図を解釈したり、文章の構成や論
理の展開などについて評価したりす
るとともに、自分の考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・複数の文章を比較して読むことに
意欲をもち、共通点や相違点をとら
える。

【指導事項】
・複数の文章を比較し、共通点や
相違点をとらえる。
・内容や構成、論理の展開などに
ついて、的確に捉える。
・文章の要旨、要点を把握する。
・情報を相互に関連付けながら、
内容を解釈する。
・解釈や評価を通して、自分の考
えを深める。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

定期考査



1

合計

70

6

定期考査 ○ ○

〇

【知識・技能】
・文、話、文章の効果的な組立て方や接続の
仕方について理解している。
・引用の仕方や出典の示し方、それらの必要
性について理解を深め使っている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えや事柄
が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や、文
体、語句などの表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・レポートを書くことを通して、文、話、文
章の効果的な組立て方や接続の仕方について
理解を深め、自分の考えや事柄が的確に伝わ
るよう、根拠の示し方や説明の仕方を粘り強
く考える中で、自らの学習を調整しようとし
ている。

〇 〇

生と死が創るもの（柳澤桂子）
【知識及び技能】
・言葉には、認識や思考を支える働
きがあることを理解している。
・情報の妥当性や信頼性の吟味のし
かたについて理解を深め使ってい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、目的に応
じて、文章や図表などに含まれてい
る情報を相互に関係付けながら、内
容や書き手の意図を解釈したり、文
章の構成や論理の展開などについて
評価したりするとともに、自分の考
えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しな
がら読もうとしている。

【指導事項】
・文中の根拠や引用に着目し、そ
の妥当性や信頼性を吟味する。
・内容や構成、論理の展開などに
ついて、的確に捉える。
・文章の要旨、要点を把握する。
・情報を相互に関連付けながら、
内容を解釈する。
・結論を出すために話し合う。
・文章を読み取って主張を書く。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

〇〇 7〇 〇

【知識・技能】
・言葉には、認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたにつ
いて理解を深め使っている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文
章や図表などに含まれている情報を相互に関
係付けながら、内容や書き手の意図を解釈し
たり、文章の構成や論理の展開などについて
評価したりするとともに、自分の考えを深め
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しながら読も
うとしている。

〇

３
学
期

〇

実用的な手紙文の書き方
【知識・技能】
・文、話、文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解する
・引用の仕方や出典の示し方、それ
らの必要性について理解を深め使
う。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考
えや事柄が的確に伝わるよう、根拠
の示し方や説明の仕方を考えるとと
もに、文章の種類や、文体、語句な
どの表現の仕方を工夫する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・レポートを書くことを通して、
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解を深め、自
分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方や説明の仕方を粘
り強く考える中で、自らの学習を調
整しようとしている。

・適切な情報を集め、問いを立て
る。
・調べたことを根拠として、問い
を解決するレポートを書く。
【教材】
新訂現代の国語　第一学習社
【一人１台端末の活用】
・アンケート等をTeamsを使って実
施。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

言語文化

配当
時数

4

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

定期考査

品詞の活用
【知識及び技能】
・動詞、形容詞、形容動詞の働き
を捉えつつ、活用を理解すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・動詞、形容詞、形容動詞の活用
を単語や文中からも判断すること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常生活にも動詞、形容詞、形
容動詞に分類される言葉が多様に
あることを理解し、身の回りのこ
とと関連付けて学びに向かうこと
ができるようにする。

【指導事項】
・十品詞の復習をしながら動詞、
形容詞、形容動詞が用言であるこ
との理解が定着するよう指導す
る。
・動詞の活用９種類、および形容
詞の活用２種類、活用形の見分け
方について指導する。
・形容動詞の見分け方と活用につ
いて指導する。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

絵仏師良秀
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の
きまりや古典特有の表現、時間の
経過などによる言葉の変化につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を的確に捉え、作品
に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・説話の人物造物の特徴を理解
し、積極的に説話の面白さについ
て理解を深めようとしている。

・指導事項
・古典特有の世界観に慣れるとと
もに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを
知る。
・伝奇的作り物語という文章の種
類を踏まえて、内容や展開を的確
に捉える。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・古語辞典の引き方に慣れ、主と
して活用について、文語のきまり
を理解する。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

2

児のそら寝
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の
きまりや古典特有の表現、時間の
経過などによる言葉の変化につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れるとともに、
現代に通じる話のおもしろさや人
間描写の巧みさを理解する。
・説話という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え
方を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み味わい、互
いに話のおもしろさを伝え合う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

１
学
期

歴史的仮名遣い
【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理
解する。
・我が国の言語文化の特質につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・我が国の言語文化についての理
解を深めるために、古典の世界に
親しむことの意義を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもっ
て、我が国の言語文化に興味・関
心を深め、それを継承していくこ
とについて強く自覚をもつ。

・指導事項
・我が国の言語文化についての理
解を深めるために、古典の世界に
親しむことの意義を知る。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

・指導事項
・古典の文章に慣れるとともに、
現代に通じる話のおもしろさや人
間描写の巧みさを知る。
・説話という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・主として歴史的仮名遣いや古今
異義語について、文語のきまりを
理解する。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

○

○

言語文化国語

○

○ ○

定期考査

（６組：澤﨑）

○ ○

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を的確に捉え、作品に表れてい
るものの見方や考え方を捉え、内容を解釈し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・説話の人物造物の特徴を理解し、積極的に
説話の面白さについて理解を深めようとして
いる。

○

【学びに向かう力、人間性等】

（１組：澤﨑）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身につけさせる。

国語 言語文化 2

（２組：澤﨑） （３組：澤﨑） （４組：澤﨑） （５組：澤﨑）

態
領域

評価規準 知

高等学校改訂版　精選言語文化　第一学習社

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化の特質について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・我が国の言語文化についての理解を深める
ために、古典の世界に親しむことの意義を理
解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が国
の言語文化に興味・関心を深め、それを継承
していくことについて強く自覚をもとうとし
ている。

○ ○ ○

10

1

4　

○

○ ○

【知識・技能】
・動詞、形容詞、形容動詞の働きを捉えつ
つ、活用を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・動詞、形容詞、形容動詞の活用を単語や文
中からも判断することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常生活にも動詞、形容詞、形容動詞に分
類される言葉が多様にあることを理解し、身
の回りのことと関連付けて学びに向かうおう
としている。

○ ○ ○ 6

○

○

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の文章に慣れるとともに、現代に通じる
話のおもしろさや人間描写の巧みさを理解し
ている。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み味わい、互いに話のおも
しろさを伝え合おうとしている。

○ ○○

1

○

伊勢物語
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の
きまりや古典特有の表現、時間の
経過などによる言葉の変化につい
て理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・歌物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、
作品に表れているものの見方や考
え方をふまえて内容を解釈できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習
課題に沿って和歌の果たす意味を
捉えられるようにする。

【指導事項】
・話の中で和歌が果たしている役
割を押さえ、歌物語の特徴と読み
解き方を理解する。
・歌物語では感動の中心が歌にあ
ることを理解し、内容や展開を的
確に捉える。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・「東下り」では課題に応じて調
査する。
・「芥川」では絵画資料と、「東
下り」では他の章段と、「筒井
筒」では『大和物語』の同話と、
それぞれ読み比べ、解釈を深め
る。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

〇

○

【知識・技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解している。
【思考力、判断力、表現力】
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、この時代のものの見方
や考え方をふまえて内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿っ
て和歌の果たす意味を捉えらようとしてい
る。



３
学
期

枕草子
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の
きまりや古典特有の表現、時間の
経過などによる言葉の変化につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・歌物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、
作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習
課題に沿って和歌の果たす意味を
捉える。

・指導事項
・話の中で和歌が果たしている役
割を押さえ、歌物語の特徴と読み
解き方を理解する。
・歌物語では感動の中心が歌にあ
ることを理解し、内容や展開を的
確に捉える。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・「東下り」では課題に応じて調
査する。
・「芥川」では絵画資料と、「東
下り」では他の章段と、「筒井
筒」では『大和物語』の同話と、
それぞれ読み比べ、解釈を深め
る。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

２
学
期

合計

○ 1

7

竹取物語
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の
きまりや古典特有の表現、時間の
経過などによる言葉の変化につい
て理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・作り物語という文章の種類を踏
まえて、内容や展開を的確に捉
え、作品に表れているものの見方
や考え方を理解し内容を解釈でき
るようにする。。
【学びに向かう力、人間性等】
・初期仮名物語に積極的に親し
み、学習課題に沿って伝奇性や心
情描写の特色を捉えようとする。

【指導事項】
・古典特有の世界観に慣れるとと
もに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを
指導する。
・伝奇的作り物語という文章の種
類を踏まえて、内容や展開を的確
に捉えられるよう指導する。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・意味を理解できる語句の量を増
やし、語彙を豊かにする。

〇 〇

【知識・技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題
に沿って伝奇性や心情描写の特色を捉えよう
としている。

1

〇 〇 6〇

【知識・技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解できている。
【思考力・判断力・表現力】
・日記という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を理解し、内容を解釈できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習の見通しをもって虚構性の高い日記を
読み、執筆意図などについて積極的に批評し
たり討論したりしようとしている。

〇

10

定期考査

○○

○

○

○

【知識及び技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な訓読のきまり、古典特有の表現な
どについて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』に
ついて知り、孔子のものの見方や考え方を理
解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・孔子について興味をもち、図書館の資料な
どを用いて、そのエピソードを調べようとし
ている。

○ ○

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているもの
の見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿っ
て和歌の果たす意味を捉えようとしている。 ○

○○

○

〇 4

敬語の種類と用法
【知識及び技能】
・現代語と古語の敬語表現の共通
点を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・敬語の種類と敬意の方向につい
て判断できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・古語の学習を通して現在の自分

【指導事項】
・敬語表現の役割について指導す
る。
・尊敬語、謙譲語、丁寧語の別に
ついてや、補助動詞、二重敬語に
ついて指導する。
・現代語における正しい敬語表現
について指導する。
【教材】

〇

定期考査
○

定期考査

論語
【知識及び技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のきま
り、古典特有の表現などについて
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本にも大きな影響を及ぼした
『論語』について知り、孔子のも
のの見方や考え方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・孔子について興味をもち、図書
館の資料などを用いて、そのエピ
ソードを調べる。

・指導事項
・日本にも大きな影響を及ぼした
『論語』について知り、孔子のも
のの見方や考え方を理解する。
・文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する。
・孔子のエピソードを調べて文章
にまとめる課題に応じて調査す
る。
・訓読のきまりを理解する。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
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助動詞の種類と用法
【知識及び技能】
・助動詞の性質や働きを正しく理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・助動詞の種類を文中において判
断し、意味を判別できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・助動詞は現代語でも多用されて
いる品詞であることに気づき、古
文においても学ぼうとすることが
できるようにする。

【指導事項】
・現代語の助動詞にも触れて、身
近な品詞であると考えられるよう
に指導する。
・助動詞には使用する際のルール
があることに触れ、接続する活用
形が決まっていることを指導す
る。
・用言の活用形を確認し、接続に
よって意味の識別ができることを
指導する。
・すべての助動詞についてではな
く、段階的に提示、指導すること
により覚え違いや混乱を避ける。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

〇

【知識・技能】
・助動詞の性質や働きを正しく理解できてい
る。
【思考力・判断力・表現力】
・助動詞の種類を文中において判断し、意味
を判別ることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・助動詞は現代語でも多用されている品詞で
あることに気づき、古文においても積極的に
学ぼうとしている。 〇 〇 〇 6

土佐日記
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経
過などによる言葉の変化について
理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・日記という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え
方を理解し、内容を解釈できるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習の見通しをもって虚構性の
高い日記を読み、執筆意図などに
ついて積極的に批評したり討論し
たりする。

【指導事項】
・我が国最初の日記文学を読ん
で、記録としての日記とは異なる
表現方法と随筆意図について指導
する。
・女性に仮託して書かれた日記と
いう文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉えられるよう指
導する。
・作品に表れている批評や諧謔の
精神と、亡児追憶の心情を捉えら
れるよう指導する。
【教材】
・第一学習社「改訂版 精選 言語
文化」
・いいずな書店「古典の手引き 改
訂版」
・いいずな書店「古文単語300」

〇 〇

○ 1

〇 〇

【知識・技能】
・尊敬語、謙譲語、丁寧語の別と本動詞と補
助動詞について理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・敬意の方向を判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代語において正しい敬語表現を用いて話
そうとしている。

〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

世界の言語・宗教と人々の生活
・世界の言語・宗教と人々の生活
を知る
・世界の言語・宗教と人々の生活
で討論・発表する
・世界の言語・宗教と人々の生活
の課題を解決する態度を養う

３
学
期

自然環境と防災
・自然環境と防災を知る
・自然環境と防災で討論・発表す
る
・自然環境と防災の課題を解決す
る態度を養う

・自然環境と防災の実情
・自然環境のGIS
・Teamsを活用した発表・討論

・自然環境と防災を理解している
・自然環境と防災を考察し、表現している
・自然環境と防災を主体的に追究し、解決し
ようとしている

〇 〇

２
学
期

歴史的背景と人々の生活
・歴史的背景と人々の生活を知る
・歴史的背景と人々の生活で討
論・発表する
・歴史的背景と人々の生活の課題
を解決する態度を養う

・歴史的背景と人々の生活の実情
・歴史地図とGIS
・Teamsを活用した発表・討論

・歴史的背景と人々の生活を理解している
・歴史的背景と人々の生活を考察し、表現し
ている
・歴史的背景と人々の生活の課題を主体的に
追究し、解決しようとしている 〇 〇

・世界の地形・気候と人々の生活
の実情
・地形や気候のGIS
・Teamsを活用した発表・討論

・世界の地形・気候と人々の生活を理解して
いる
・世界の地形・気候と人々の生活を考察し、
表現している
・世界の地形・気候と人々の生活の課題を主
体的に追究し、解決しようとしている

○ ○

定期考査

定期考査 ○

・現代世界の結びつきを理解している
・現代世界の結びつきを考察し、表現してい
る
・現代世界の結びつきの課題を主体的に追究
し、解決しようとしている

〇

○

・世界の言語・宗教と人々の生活
の実情
・地形や気候のGIS
・Teamsを活用した発表・討論

・世界の言語・宗教を理解している
・世界の言語・宗教を考察し、表現している
・世界の言語・宗教の課題を主体的に追究
し、解決しようとしている

○ ○ ○

○

世界の地形・気候と人々の生活
・世界の地形・気候と人々の生活
を知る
・世界の地形・気候と人々の生活
で討論・発表する
・世界の地形・気候と人々の生活
の課題を解決する態度を養う

○ ○

・国家や国家間の結びつきの実情
・グローバル地図
・Teamsを活用した発表・討論

9

生活圏の調査と地域の展望
・生活圏の調査と地域の展望を知
る
・生活圏の調査と地域の展望で討
論・発表する
・生活圏の調査と地域の展望の課
題を解決する態度を養う

〇 9

地球的課題と国際協力
・地球的課題と国際協力を知る
・地球的課題と国際協力で討論・
発表する
・地球的課題と国際協力の課題を
解決する態度を養う

・地球的課題と国際協力の実情
・グローバルな国際的解決法のGIS
地図
・Teamsを活用した発表・討論

・地球的課題と国際協力を理解している
・地球的課題と国際協力を考察し、表現して
いる
・地球的課題と国際協力の課題を主体的に追
究し、解決しようとしている 〇 〇 〇 8

・生活圏の調査と地域の展望の実
情
・身近な地域のGIS
・Teamsを活用した発表・討論

・生活圏の調査と地域の展望を理解している
・生活圏の調査と地域の展望を考察し、表現
している
・生活圏の調査と地域の展望の課題を主体的
に追究し、解決しようとしている

〇 〇 〇

8

合計

70

9

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

8

配当
時数

１
学
期

地図と地図情報システム
・地図と地図情報システムを知る
・地図と地図情報システムで討
論・発表する
・地図と地図情報システムを活用
する態度を養う

・地図や地図情報システムの役割
や有用性
・地球儀や地図、ＧＩＳ
・ＧＩＳを使って地理情報システ
ムを活用する

・地図と地図情報システムを理解している
・地図と地図情報システムを考察し、表現し
ている
・地図と地図情報システムの課題を主体的に
追究し、解決しようとしている ○ ○ ○ 9

結びつきを深める現代世界
・国内や国家間の結びつきを知る
・国家や国家間の結びつきで討
論・発表する
・国家や国家間の結びつきの課題
を解決する態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

東久留米総合

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解し、調べまとめる。

（５組：及川　　） （６組：及川　　）

課題を主体的に追究・解決しようとする態度を
養い、日本国民としての自覚、我が国の国土に
対する愛情，多様な生活文化を尊重しようとす
ることの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地歴公民 地理総合

（１組：及川　　） （２組：及川　　　）（３組：及川　　） （４組：及川　　）

地歴公民 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の生活文化の多様性や、地球的課題への取
組などを理解し、調査や諸資料から地理に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を概念などを活用して多面的・多角的に考
察し、課題の解決に向けて構想したりする力
や、考察・構想したことを説明し、議論する力
を養う。

高等学校新地理総合（帝国書院）　新詳高等地図（帝国書院）

地歴公民

多面的・多角的に考察し、課題の解決に向けて構想し、考察・構想したことを説明し議論する。

課題を主体的に解決しようとし、日本国民としての自覚、国土や歴史に対する愛情をもつ。

地理総合



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70
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○ 11

近代化が進む日本と東アジア 日本や東アジア諸国は，近代化を通じてどのように変化していったのだろうか。【知識・技能】明治維新とその後の日本の変化
やアジア諸国の変容について理解している。
【思考・判断・表現】明治維新の歴史的な意義
について，現代の日本への影響と関連付けて考
察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】明治維新やア
ジア諸国の変容が，現代社会にどのような課題
を与えたかについて考察し，解決策を追究しよ
うとしている。

○ ○ ○

○

○ ○

定期考査

定期考査 ○ ○

【知識・技能】世界恐慌から第二次世界大戦の
終戦に至るまでの経緯について，大衆とマスメ
ディアの関わりに着目しながら理解している。
【思考・判断・表現】ファシズム体制の形成か
ら終戦に至るまで，ドイツや日本で大衆がなぜ
戦争に協力していったのか考察し，自分の言葉
で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】大衆の戦争へ
の加担という問題を現代社会における課題とし
てとらえ，その解決策を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○

合計

【知識・技能】国際関係の視点を軸に，第一次
世界大戦勃発から終戦までの経緯と，参戦各国
の社会の変化について理解している。
【思考・判断・表現】第一次世界大戦の総力戦
体制下において，列強の戦闘員・列強の非戦闘
員・植民地や従属地域の人々がそれぞれどのよ
うな目的で戦争に協力したのかを考察し，自分
の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】勢力均衡に基
づく国際秩序と大衆の戦争参加が，現在の社会
につながるどのような課題を生み出したのかに
ついて考察し，解決策について追究しようとし
ている。

○ ○

２
学
期

アジア諸国の動揺と日本の開国 近代化した欧米諸国の進出に，ア
ジア諸国や日本はどのように対応
したのだろうか。

【知識・技能】欧米諸国の進出によるアジア諸
国の変容について理解している。
【思考・判断・表現】アジア諸国の変容を比較
したり関連付けたりして考察し，「西洋の衝
撃」の歴史的意義について自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社会
にどのような課題を生み出したかについて考察
し，追究しようとしている。

○ ○

１
学
期

○ ○

【知識・技能】
18世紀以前のアジア各地域間やアジア諸国と欧
米諸国の貿易と，その後の日本への影響につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交
易の意義と地域の変容について考察し，自分の
言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀の交易と現代の貿易との違いについて考
察し，その変化の要因を追究しようとしてい
る。

18世紀の日本やアジア，ヨーロッ
パは，それぞれどのように結び付
くようになっていったんのだろう
か。

江戸時代の日本と結び付く世界へ

○ 10

国際協調と大衆社会の広がり

○ 10

定期考査 ○ ○ ○ 1

大衆は，どのようにして戦争を導
いてしまったのだろうか。

10

8

３
学
期

第一次世界大戦と日本の対応 第一次世界大戦は，日本を含む世
界の人々にとってどのような戦争
になったのだろうか。

欧米で起こった市民革命・産業革
命により，社会はどのように変化
したのだろうか。

【知識・技能】
市民社会と国民国家の形成，資本主義社会と国
際分業体制確立の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
市民革命および産業革命の経緯などから，諸改
革の意義と現在社会との関わりを考察し，自分
の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
市民革命や産業革命が現代社会に与えた課題に
ついて，解決策を追究しようとしている。

東久留米総合

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（5組：堀） （6組：堀）

主体的に社会の形成に参画する態度が身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合

（1組：堀） （2組：堀） （3組：佐藤） （4組：佐藤）

地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

グローバル化や情報化，少子高齢化など急激に
変化する現代社会に至る歴史的過程を理解す
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

歴史的な見方・考え方を働かせて多面的・多角
的に考察する力を身に着ける。

わたしたちの歴史　日本から世界へ

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。

課題を主体的に解決しようとし、日本国民としての自覚、国土や歴史に対する愛情をもつ。

歴史総合

1

近代化の進展と国民国家形成

知 思 態

欧米諸国における近代化

○ ○ ○

8○

近代化が進むなかで，欧米諸国は
どのような国家を形成していった
のだろうか。

【知識・技能】
国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移
民の状況を理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・
抑圧，帝国主義が人類に与えた変化について考
察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた影
響について，追究しようとしている。

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

10

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

・数学のよさを認識し数学を活用しようとし
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（1～6組α：内藤） （1～6組β：太田） （1,2組γ：町田） （3～6組γ：菊田）

数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・数と式，図形と計量，2次関数およびデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりすることに関する技能を
身に付けている。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみ
たり目的に応じて適切に変形したりする力を身に付
けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や
計量について論理的に考察し表現する力を身に付け
ている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力
を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題について，デー
タの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な
手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解
決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力
を身に付けている。

数研出版　高等学校数学Ⅰ

数学

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

8

【 知　識　及　び　技　能 】

10

配当
時数

１
学
期

１章　数と式
式についての用語の意味を理解する。ま
た，特定の文字や式の次数への着目を通
して，式について多様な見方をすること
ができる。
連立不等式を解いたり，1次不等式を日
常の事象の問題解決に活用したりするこ
とができる。また，絶対値記号を含む基
本的な方程式・不等式を解くことができ
る。

１　整式
２　整式の加法と減法、乗法
３　因数分解
４　実数
５　根号を含む式の計算
６　１次不等式
７　１次不等式の利用

【知識・技能】
・式についての用語の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
・式の一部を1つの文字のように見なしたり，1つ
の文字について整理したりするなど，見通しを
もって複雑な式を因数分解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・中学校で学んだ等式の性質と関連付けながら，
不等式の性質を考えようとしている。

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

２章　集合と論証
命題や条件に関する基本的な概念を理解
する。また，命題の真偽や条件どうしの
関係を，条件が満たすもの全体の集合の
包含関係と関連付けて考えることができ
る。
命題の逆・裏・対偶を理解し，対偶を利
用した証明法や背理法を用いて簡単な証
明をすることができる。

○ ○

12

５章　データの分析
ヒストグラムや箱ひげ図といったデータ
を整理する方法について理解し，それら
からデータの傾向を把握することができ
る。
2つの変量の組からなるデータについ
て，散布図および相関係数を用いて相関
関係を捉えることができる。また，外れ
値を知り，外れ値の統計量への影響につ
いて理解する。

○ 30

４章　図形と計量
鋭角の三角比の意味を三角形の構成要素
間の関係に関連付けて理解し，様々な場
面に応用することができる。
三角比の相互関係や90°-Aの三角比につ
いて理解する。

１　三角比
２　三角比の相互関係
３　三角比の拡張

【知識・技能】
・定義域に応じて，2次関数の最大値・最小値を，
グラフを利用して求めることができる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係に着目し，三角比を利
用して日常に関する問題を解決することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などに三角比を活用し
ようとしている。

○ ○ ○ 16

１　データの分布とグラフ
２　分散と標準偏差
３　分散，標準偏差の性質
４　散布図と相関係数
５　データの分析を利用した問題の解
決

【知識・技能】
・データをヒストグラムや箱ひげ図などに整理
し，データの傾向を把握することができる。
【思考・判断・表現】
・変量を変換した際に平均値，分散，標準偏差が
どのように変化するかを考察し，それらの性質を
利用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会の事象を数学的に捉え，統計的手法を用い
て問題解決を図ろうとしている。

○ ○ ○

9

合計

105

○

○

○

１　関数とグラフ
２　ｙ＝ax^2のグラフ
３　２次関数のグラフ

【知識・技能】
・関数についての基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
・2つの放物線の位置関係について頂点に着目して
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・y=ax^2  のグラフをもとに，2次関数
y=ax^2+q， y=a(x-p)^2， y=a(x-p)^2+q，
y=ax^2+bx+c のグラフをかく方法を考えようとし
ている。

○ ○ ○

○

1

３章　２次関数
関数についての基本的な概念を理解す
る。また，定義域が制限された1次関数
の最大値・最小値を，グラフを利用して
求めることができる。
学校で学んだ y=ax^2  のグラフをもと
に，一般の2次関数y=ax^2+bx+c のグラ
フを書く方法を考察することができる。

３
学
期

４章　図形と計量
三角形の辺と角，外接円の半径の間に成
り立つ関係を考え，正弦定理を導くこと
ができる。また，三角形の決定条件と関
連付けて正弦定理を理解し，利用するこ
とができる。
三角形の面積を，三角比を用いて表す方
法を理解する。また，円に内接する四角
形の面積を求めることができる。

４　正弦定理・余弦定理
５　正弦定理と余弦定理の応用
６　三角形の面積
７　空間図形への応用

【知識・技能】
・正弦定理を利用して，三角形の辺の長さや外接
円の半径を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・三角形の辺と角の間に成り立つ関係として，余
弦定理を導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三平方の定理と関連付けながら，余弦定理を理
解しようとしている。

○ ○

２
学
期

３章　２次関数
定義域に応じて，2次関数の最大値・最
小値を，グラフを利用して求めることが
できる。また，日常の事象の問題解決に
2次関数を活用することができる。
2次不等式を含む連立不等式を解くこと
ができる。また，2次不等式を日常の事
象の問題解決に活用することができる。

４　２次関数の最大と最小
５　２次関数の決定
６　２次方程式
７　グラフと２次方程式
８　グラフと２次不等式

【知識・技能】
・定義域に応じて，2次関数の最大値・最小値を，
グラフを利用して求めることができる。
【思考・判断・表現】
・2つの数量の関係に着目して自ら変数を設定し，
2次関数を利用して具体的な問題を解決することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・鋭角の三角比の意味を三角形の構成要素間の関
係に関連付けて理解している。

○ ○

１　命題と条件
２　命題と証明

【知識・技能】
・命題や条件に関する基本的な概念を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・対偶を利用した証明法や背理法を用いて簡単な
証明をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・命題の真偽や条件どうしの関係を，条件が満た
すもの全体の集合の包含関係と関連付けて考えよ
うとしている。

○ ○

定期考査

定期考査



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、

図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、

関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、

社会の事象などから設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を

選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 の目標：

・図形の性質，場合の数と確率についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解している。
・数学と人間の活動の関係について認識を深めてい
る。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりすることに関する技能を身に
付けている。

・図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性
質を見いだし，論理的に考察する力を身に付けてい
る。
・不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づい
て事象の起こりやすさを判断する力を身に付けてい
る。
・数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を身に付
けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，
粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

合計

70

【知識・技能】
・集合の要素の個数に関する基本的な関係を理
解している。
【思考・判断・表現】
・整数の約数の個数を求める方法を考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象に集合の要素の個数を活用しよう
としている。

○

12○

12○

○ ○ 1

【知識・技能】
・三角形と比の定理，中点連結定理，内分や外
分について理解している。
【思考・判断・表現】
・三角形の重心・外心・垂心の関係に着目し，
いずれか2つが一致する三角形は正三角形である
ことを証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形の重心・外心・垂心の関係に着目し，
図形の性質を考えようとしている。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 態

定期考査
○

○

１章　場合の数と確率
集合の要素の個数に関する基本的な関
係を理解し，日常の事象の問題解決に
活用することができる。
樹形図を用いた数え上げや，和の法
則，積の法則という数え上げの原則を
理解し，場合の数を求めることができ
る。

１　集合とその表し方
２　部分集合
３　和集合・補集合
１　集合の要素の個数
２　場合の数

1

1

○ 12

1

15

東久留米総合

（5組：菊田） （6組：町田）

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ａ

（1組：内藤） （2組：菊田） （3組：竹市） （4組：内藤）

数学 数学Ａ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数研出版　高等学校数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

数学Ａ

○ ○ ○ 14

○ ○ 1

３
学
期

２章　図形の性質
同一円周上にある点を結んでできる角
についての様々な定理を理解し，利用
することができる。また，これらの定
理の関係について，統合的に考察する
ことができる。
2つの円の位置関係とそれらの共通接
線について理解する。

３　チェバ、メネラウスの定理
４　円に内接する四角形
５　円と直線
６　方べきの定理
７　２つの円
８　直線と平面
９　正四面体

【知識・技能】
・同一円周上にある点を結んでできる角につい
ての様々な定理を理解している。
【思考・判断・表現】
・方べきの定理の逆を利用して，図形の性質を
証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・空間における図形の位置関係を，平面上の図
形の位置関係と関連付けて考えようとしてい
る。

○ ○

２
学
期

定期考査 ○ ○

○○

【知識・技能】
・確率の基本性質について集合と関連付けなが
ら理解し，その性質を利用して確率を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・3つの独立な試行におけるある事象について，
適切に場合分けして，その確率を求める方法を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・条件付き確率について学んだことを，日常の
事象の問題解決に生かそうとしている。

７　確率の基本性質
８　独立な試行の確率
９　反復試行の確率
１０　条件付き確率
１１　期待値

１章　場合の数と確率
確率の基本性質について集合と関連付
けながら理解し，性質を利用して確率
を求めることができる。
反復試行の意味を理解し，反復試行の
確率を求めることができる。また，状
況に応じて，確率を求める方法を多面
的に考察することができる。

定期考査

２章　図形の性質
内分や外分について理解する。また，
三角形の重心の定理について理解す
る。
三角形の外心の定理，三角形の垂心の
定理について理解する。また，三角形
の重心・外心・垂心の関係について，
論理的に考察し説明することができ
る。

１　三角形の辺の比
２　三角形の外心、内心、重心

定期考査

３　順列
４　円順列・重複順列
５　組合せ
６　事象と確率

【知識・技能】
・順列の意味を理解し，その総数を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】
・最短経路について，同じものを含む順列の考
え方をもとに，その総数を求める方法を考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・部屋分けの総数について学んだことを振り返
り，発展的に考察を深めようとしている。

１
学
期

○

指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○

定期考査

１章　場合の数と確率
順列の意味を理解し，その総数を求め
ることができる。また，状況に応じ
て，場合の数を求める方法を多面的に
考察することができる。
組合せの意味を理解し，その総数を求
めることができる。また，状況に応じ
て，場合の数を求める方法を多面的に
考察することができる。

○ ○

○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合 理科 化学基礎

理科 化学基礎 2

化基002-901 「改訂 化学基礎」東京書籍

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を身に
付けるようにする。

観察・実験などを通して、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（1組：原　） （2組：原　） （3組：原　） （4組：原　） （5組：原　） （6組：原　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変
化について理解するとともに、科学的に探究するため
に必要な観察・実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。

習得した「知識・技能」を活用して、探究方法
を習得させるとともに、科学的に探究する力を
育てる。

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

10

第１部　第２章　物質の構成粒子
【知識及び技能】物質の構成粒子について、原
子の構造、電子配置と周期表等を理解するとと
もに、それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】原子の構造、電
子配置と周期表等における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】原子の構造、電
子配置と周期表等に関する事物・現象に主体的
に関わり、科学的に探究しようとする態度を養
う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】原子の構造、電子配置と周期表等の基本的
な概念や原理・原則などを理解しているとともに、科学的
に探究するために必要な基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】原子の構造、電子配置と周期表等に
ついて問題を見いだし見通しを持ち、科学的に考察し表現
しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】原子の構造、電子配置と
周期表等に関する事物・現象について主体的に関わり、見
通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

第１部　第１章　物質の構成
【知識及び技能】化学と物質について、物質の
分離・精製、単体と化合物等を理解するととも
に、それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学と物質につ
いて問題を見いだし、見通しを持って科学的に
考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質の分離・精
製、単体と化合物等に関する事物・現象に主体
的に関わり、科学的に探究しようとする態度を
養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】物質の分離・精製、単体と化合物等につい
て理解しているとともに、科学的に探究するために必要な
実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】物質の分離・精製、単体と化合物等
について問題を見いだし見通しを持ち、科学的に考察し表
現しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】物質の分離・精製、単体
と化合物等に関する事物・現象について主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 7

1

２
学
期

第２部　第１章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】物質量と化学反応式につい
て、物質量や化学反応式等を理解するととも
に、それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質量と化学反
応式について探究し、物質の変化における規則
性や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質量と化学反
応式に関する事物・現象に主体的に関わり、科
学的に探究しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】物質量と化学反応式の基本的な概念や原
理・原則などを理解しているとともに、科学的に探究する
ために必要な基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】物質量と化学反応式について問題を
見いだし見通しを持ち、科学的に考察し表現しているな
ど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】物質量と化学反応式に関
する事物・現象について主体的に関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○

１
学
期

15

5

第１部　第３章　化学結合
【知識及び技能】物質と化学結合について、イ
オンとイオン結合、分子と共有結合、金属と金
属結合のことを理解するとともに、それらに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質と化学結合
について問題を見いだし、見通しを持って科学
的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質と化学結合
にに関する事物・現象に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】イオンとイオン結合、分子と共有結合、金属
と金属結合の基本的な概念や原理・原則などを理解している
とともに、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】イオンとイオン結合、分子と共有結
合、金属と金属結合について問題を見いだし見通しを持ち、
科学的に考察し表現しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】イオンとイオン結合、分子
と共有結合、金属と金属結合に関する事物・現象について主
体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

第２部　第２章　酸と塩基
【知識及び技能】化学反応を通して、酸・塩基
の性質や中和反応における量的関係を理解する
とともに、それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学反応につい
て探究し、酸・塩基や中和における規則性や関
係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学反応につい
て、酸・塩基に関する事物・現象に主体的に関
わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】化学反応を通して、酸・塩基と中和の基本
的な概念や原理・原則などを理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な基本操作や記録などの技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】酸・塩基や中和について問題を見い
だし見通しを持ち、科学的に考察し表現しているなど、科
学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸・塩基や中和について
主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

第２部　第３章　酸化還元反応
【知識及び技能】化学反応を通して、酸化と還
元が電子の授受によることを理解するととも
に、それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学反応につい
て探究し、酸化と還元における規則性や関係性
を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学反応につい
て、酸化と還元に関する事物・現象に主体的に
関わり、科学的に探究しようとする態度を養
う。

【指導】黒板やPowerPoint等を使用。演示実験
や動画等を見せる機会を増やす。
【教材】教材は主に教科書・問題集。授業プリ
ントに記入し、問題集はノート等に解き提出。
提出物は、穴埋め以外のメモ等も評価。
【一人１台端末の活用】
①Teamsに「復習用資料」を置き、活用できる
ようにする。
② 授業中に Teams や Classi を用いて、各自
意見を記入・発表し、様々な意見を共有する。
また、授業中のWebテストを実施する。

【知識・技能】化学反応を通して、酸化と還元の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な基本操作や記録などの技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】酸化と還元について問題を見いだし
見通しを持ち、科学的に考察し表現しているなど、科学的
に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸化と還元について主体
的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○

合計

70

○ 14

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（１～６組：加藤） （１～６組：吉田） （１～６組：長岡） （１～６組：大塚）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

体育

○ ○ 6

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（１～６組：平井）

生涯を通じて自ら継続的に運動ができる能力と
態度を学ぶ

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

保健体育 体育 2

10

配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知

　
観察、積極性

○

プリントを説明し、理解を深め
る。
多くの種目のルール把握する。
授業の心得・決まりの周知徹底さ
せ、自らの課題として捉える。

思

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各種目の運動実践を通して、基礎的技術の習得
や基礎体力の向上を図り、心身の頑健な発達を
促す

公正・協力・責任等の態度を養う

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
各運動の基本動作・基本技術を身
に付ける。
柔道の基本  受身を習得する。
クラスの連帯感を深めると共に、
体育祭の円滑且つ安全な運営につ
なげる。

ソフトボール
バレーボール
柔道
陸上
ダンス
体育祭練習

単元の具体的な指導目標

３
学
期

２
学
期

3～5キロの持久走を実施する。
連続した攻守の入れ替えの中で空
間への侵入や連携した動きを身に
つける。

持久走

バレーボール
柔道
陸上競技
ダンス
水泳
新体力テスト

用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
走・跳の基本的な動作を身につけ
る。ボール操作の基本を身に付け
る。
柔道の基本  受身を習得する。
グループやチームで活動する。
近代４種目の内、クロール・平泳
ぎを習得する。長く又は速く泳ぐ
技能を身に付ける。

１
学
期

オリエンテーション
体育理論
ソフトボール
柔道

○○

70

合計

16

○○○

（１～６組：齊藤）

観察、実技、技能テスト

水泳
陸上競技
ダンス
ソフトボール
柔道
バレーボール

28○○○

観察、実技、技能テスト用具の安全な取り扱いを徹底し、
事故防止を徹底する。
走・跳の基本的な動作を身につけ
る。ボール操作の基本を身に付け
る。
柔道の基本  受身を習得する。
グループやチームで活動する。
近代４種目の内、クロール・平泳
ぎを習得する。長く又は速く泳ぐ
技能を身に付ける。

観察、実技、技能テスト

観察、実技、技能テスト

10○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

5○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

保健体育

協働して実技を行い、ルールを把握し守る態度を身に付けさせる

自ら学び、主体的に取り組む態度を身に付けさせる

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

東久留米総合

個々の運動能力や特性を把握した上で、各種目の技術力を向上させる

（５組：大塚） （６組：齊藤）

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善し
ていく資質や能力を育てる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

（１組：平井） （２組：大塚） （３組：齊藤） （４組：平井）

保健体育 保健 1

現代高等保健体育

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

4○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人および社会生活における健康・安全につい
て理解を深める

学んだことを活かし自らの健康を適切に管理で
きる資質や能力を育てる。

体のつくりと働き
１健康の考え方と成り立ち
２私たちの健康のすがた
３生活習慣病の予防と回復
４がんの原因と予防

健康について考え、現在の我が国の
健康問題について考える。
また、生活習慣病について理解を深
める。
一人１台端末の活用　等

定期考査

５がんの治療と回復
６運動と健康
７食事と健康
８休養・睡眠と健康

適度な運動が健康を作ることを理解
する
がんの原因と予防について理解す
る。
一人１台端末の活用　等

９喫煙と健康
１０飲酒と健康
１１薬物乱用と健康
１２精神疾患の特徴
１３精神疾患の予防
１４精神疾患からの回復
１５現代の感染症
１６感染症の予防
１７性感染症・エイズとその予防

意志決定と行動選択は様々な要因の
影響を受けることを理解する。感染
症について理解を深める。
心と体の相関について考える。交通
事故の現状と予防のについて考え
る。
一人１台端末の活用　等

３
学
期

２
学
期

定期考査

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

１８健康に関する意思決定・行動選
択
１９健康に関する環境づくり

応急処置の手順について理解を深
め、実際に行えるようにする。
一人１台端末の活用　等

定期考査

合計

○ ○ 1

○ 10

1

○

35

○

○ ○

13○○○

　
観察、ノート記入、プリント記入、発言

1○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組 音楽選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、

豊かな情操を培う。

科目 の目標：

歌 器 創

芸術

音楽Ⅰ（選択必履修）

知 思

【学びに向かう力、人間性等】

音や音楽、音楽文化と豊かに関り主体的・対話
的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組むことを
目標とする。

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

合
計

70

2

（橋場　友彦）

芸術 音楽Ⅰ（選択必履修） 2

8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

創意工夫などを生かした音楽表現をするために
必要な技能を身に付け、歌唱・器楽・創作など
で表現することを目標とする。

音楽をどのように表すかについて表現意図を持
ち、評価しながら良さや美しさを味わって聞く
ことができる。

高校生の音楽１　　教育芸術社

○ ○ ○

〇 〇 ○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・表現豊かに歌う
・音楽用語などの基礎知識

・校歌
・今までに習った歌
・腹式呼吸法の習得
・端末の利用

〇

・ギター演奏の基礎
・コードネームなどの基礎知識

・カントリーロード
・G,D7,Cなどのコードを覚える
・ダウンストロークの習得
・端末の利用

〇 〇

4

２
学
期

・響き豊かに歌う　　　　　　　・
楽譜などの基礎知識
・実技テスト

・君を愛す
・ドイツ語の歌い方
・端末の利用

〇 〇 〇

〇

・実技テスト ・校歌、カントリーロードの実技
テスト

〇 〇 〇

〇 〇

・ギター演奏の応用
・コードの応用知識　　　　　　・
実技テスト

・アヴェマリア
・ギターの様々な演奏法
・端末の利用

３
学
期

・弾き語りの習得 ・風に吹かれて
・ギターのアルペジオ奏法の習得
・英語の歌い方
・端末の利用

〇 〇 〇

・実技テスト ・風に吹かれて　弾き語りテスト

〇 〇 〇 〇 ○

○

音楽Ⅰ（選択必履修）芸術

○

表現

評価規準
鑑
賞

・校歌の歌詞を覚え表現豊かに歌えているか
・大地讃頌や時の旅人などの既習曲を表現豊
かに歌えているか　　　　　　　　　　・ス
ムーズに端末で調べ学習ができたか

・コードを覚え演奏することができたか
・ギターの基礎知識を習得できたか
・スムーズに端末で調べ学習ができたか

〇

・響き豊かにドイツ語の歌を歌えたか
・端末で調べ学習ができたか

・ギターの演奏法を工夫し演奏できたか
・端末で調べ学習ができたか

・英語の歌を表現豊かに歌えたか
・アルペジオ奏法を習得できたか
・スムーズに端末で調べ学習ができたか

・滑らかに表現豊かに弾き語ることができた
か

○

○ ○ ○

〇

〇 ○ ○ ○

・腹式呼吸で歌えているか
・スムーズにコード進行をして演奏できてい
るか

8○ ○

20

○ ○ ○ 20

○

8



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ねる。

実際にスゴロクで遊ぶことによ
り、アイデアを膨らませる。ま
た、クループでの話し合いによ
り、制作の方向性を決めていく。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を観察、作品から
評価する。また、発表の様子も評価の対象と
なる。
発表内容はパワーポイントにまとめさる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○

定期考査

絵を不得意とする生徒であって
も、1つ1つの工程を丁寧に行うこ
とで、制度の高い作品ができるこ
とを体感する。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を観察、作品から
評価する。また、発表の様子も評価の対象と
なる。
発表内容はパワーポイントにまとめさる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

・凄ロク
・教科書の作品発表（鑑賞）

チームワークを大切にして、試行
錯誤しながら作品を作り上げる。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を観察、作品から
評価する。また、発表の様子も評価の対象と
なる。
発表内容はパワーポイントにまとめさる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○ ○

8

定期考査

○ ○ ○ 8

6

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
色の課題

絵具の基本的・適切な使い方を身
に付ける。色の基本についての再
確認。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を観察、作品から
評価する。また、発表の様子も評価の対象と
なる。
取り組みはプリントにまとめさる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○ ○ 8

・自分の好きな漫画の1ページを模写す
る。
・教科書の作品発表（鑑賞）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・凄ロク
・教科書の作品発表（鑑賞）

○

儀部　佳織

芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術
や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付ける
ようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと
もに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊か
な生活や社会を創造していく態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 美術Ⅰ（選択必履修）

芸術 美術Ⅰ（選択必履修） 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創
造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工
夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

高校の美術１

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるよう
にする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い，豊かな情操を培う。

美術Ⅰ（選択必履修）

【 知　識　及　び　技　能 】

東久留米総合



３
学
期

マイデザイン
ステンシルバックをつくろう

・色の仕組み・構成　色相環を作
る
・透視図法　一点透視、2点透視、
3点透視図法を使い街並みを描く。
・レタリング
　永字六法からさまざまな文字を
文書体で表現する。
・切り絵からステンシル版画

【知識・技能】
自分の思いを、身近な持ち物による効果を意
識して文字、染色、切り絵により工夫して制
作する。
【思考・判断・表現】
自分の思いを、文字、染色、切り絵により工
夫して表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の思いを、、染色、切り絵により工夫し
て制作し友達の良さをワークシートを使って
観察、作品から評価する。また、発表の様子
も評価の対象となる。
発表内容はワークシートにまとめさせる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○

２
学
期

・自分の好きな漫画の1ページを模写する
・教科書の作品発表（鑑賞）

絵を不得意とする生徒であって
も、1つ1つの工程を丁寧に行うこ
とで、制度の高い作品ができるこ
とを体感する。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を観察、作品から
評価する。また、発表の様子も評価の対象と
なる。
発表内容はパワーポイントにまとめさる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○

○ 6

陶芸・木彫レリーフ

○ 12

後期
オリエンテーション
心を灯すあかり(ランプシェード)

・色の仕組み・構成　色相環を作
る
・透視図法　一点透視、2点透視、
4点透視図法を使い街並みを描く。
・レタリング
　永字六法からさまざまな文字を
文書体で表現する。
・切り絵
・染色　マーブリング、折り染
・陶芸粘土で土台作り

【知識・技能】
自分の思いを、あかりの効果を意識して文
字、染色、切り絵により工夫して制作する。
【思考・判断・表現】
自分の思いを、あかりの効果を考えて、文
字、染色、切り絵により工夫して表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の思いを、あかりの効果を意識して文
字、染色、切り絵により工夫して制作し友達
の良さをワークシートを使って観察、作品か
ら評価する。また、発表の様子も評価の対象
となる。
発表内容はワークシートにまとめさせる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○ ○ 10

花鳥風月をテーマに、彫刻刀を
使って自然物や風景を木彫りす
る。

【知識・技能】
自分の思いを、花鳥委風月をテーマに粘土や
木材で彫刻刀等で工夫して制作する。
【思考・判断・表現】
自分の思いを、花鳥委風月をテーマに粘土や
木材で彫刻刀等で工夫して表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の思いを、花鳥委風月をテーマに工夫し
て制作し友達の良さをワークシートを使って
観察、作品から評価する。また、発表の様子
も評価の対象となる。
発表内容はワークシートにまとめさせる。
出席状況・授業中の基本的な受講態度が、主
体的に学習に取り組む態度となる。

○ ○ ○

12

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

○

・鉛筆デッサン自画像

造形的な視点について理解を深め、創意工夫し創造的に表現する。

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に創意工夫し心豊かな社会を創造する

工芸Ⅰ芸術

○ ○

○○ ○ 18

○ ○

○ ○ ○ 5

12

○

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・鉛筆デッサンの基本

○ ○

・陶芸　湯呑

○ ○ ○

・粘土の特性を知ったか　・形作れたか　・意欲的に取り組めたか

３
学
期

・鉛筆デッサンの基本

○ ○ ○

○

・鉛筆デッサン自画像

○ ○ ○

２
学
期

・陶芸　湯呑

○ ○ ○

・粘土の特性を知ったか　・形作れたか　・意欲的に取り組めたか

・構図は取れたか　・グラデーションはとれたか　・立体はとれたか　・自己と向き合えたか　・友人の作品を鑑賞できたか

○

・鉛筆の持ち方削り方、デッサンの線を習得できたか

○

新・高校生の美術１

芸術

よさや美について考え、主題を生成して創造的に発想・構想する。

主体的に創意工夫し、生涯に渡り美術を愛好して、心豊かな社会を創造する。

工芸Ⅰ

佐藤

表現
鑑
賞

態
配当
時数

思

【知識及び技能】

造形的な視点について理解を深め創意工夫する 主題を生成して創造的に発想・構想する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【 知　識　及　び　技　能 】

18

合計

70

5○ ○

芸術 工芸Ⅰ 2

○

・鉛筆の持ち方削り方、デッサンの線を習得できたか

○

【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ ○

12

・構図は取れたか　・グラデーションはとれたか　・立体はとれたか　・自己と向き合えたか　・友人の作品を鑑賞できたか



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

養い、豊かな情操を培う。

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

東久留米総合

（１組：入山　　） （２組：入山　　） （３組：入山　　） （４組：入山　　） （５組：入山　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や所の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

光村図書　書Ⅰ

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を

書道Ⅰ

思 態

（６組：入山　　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

１
学
期

A 書写から書道へ
【知識及び技能】
・書道の分野や書道で学習するこ
と、小・中学校の国語科書写で学習
した内容を理解している。
・日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化、漢字の書体の変遷、各書体
に特有の字形や線質の特徴について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の価値と根拠について
考え、書のよさや美しさを味わって
捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に書の幅広い表現の学習活
動に取り組もうとしている。
・漢字の書体の変遷や、その背景に
ある歴史や文化に関心をもち、主体
的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

〇指導事項
　・小・中学校国語科書写と高等
　　学校芸術科書道の学習の違い
　　を確認
　・臨書・鑑賞・創作の理解
　・用具用材の理解
　・それぞれの書体の成立過程
　　と、その歴史的背景、字形や
　　線質の特徴を理解

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識及び技能】
・書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校の国語科書写で学習した内容を理解できてい
る。
・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢
字の書体の変遷、各書体に特有の字形や線質の
特徴について理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の価値と根拠について考え、書の
よさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢字の書体の変遷や、その背景にある歴史や
文化に関心をもち、主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組むことができている。
・主体的に書の幅広い表現の学習活動に取り組
むことができている。

○ ○

20

○

B 文字の造形を学ぶ【楷書】
【知識及び技能】
・楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構成
を生かした表現を身につけている。
・線質、字形、構成等の要素と表現
効果や風趣との関わり、日本及び中
国等の文字と書の伝統と文化につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わっ
て捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

○ ○

○

【知識及び技能】
・楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を習得で
きている。
【思考力、判断力、表現力等】
・楷書の古典の価値とその根拠について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好す
る心情を養える。

〇 〇〇

6

C 古典を生かした創作
【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、書体や書風と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、古典から
感じ取ったことや考えたことをもと
にした表現活動に取り組もうとして
いる。

〇指導事項
　楷書を基に創作する
　字書の扱い方
　草稿の練り方

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、字書

芸術に関する各項目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

〇指導事項
　書風の違いを理解させる。
　・九成宮醴泉銘
　・孔子廟堂碑
　・雁塔聖教序
　・顔氏家廟碑
　方勢と円勢の違いについて
　・牛橛造像記
　・鄭羲下碑

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

○

12○

【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書
体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫でき
た。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、感じ取ったことや考
えたことをもとにした表現活動に取り組もうと
している。

○

書道Ⅰ芸術

【 知　識　及　び　技　能 】



〇

〇 〇〇

〇

8

〇

【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名
筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わりに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫できた。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。

8

〇

【知識及び技能】
・目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を習得でき
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、
全体の構成、目的や用途に即した表現形式、意
図に基づいた表現、名筆を生かした表現や現代
に生きる表現について構想し工夫できた。
・創造された作品の価値とその根拠、生活や社
会における書の効用について考え、書のよさや
美しさを味わって捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好す
る心情を養うことができている。

〇

〇

【知識及び技能】
・仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、連綿と単体、線質、字形を生かした表現を
するための技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮名の古筆の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

4

合
計

70

〇

【知識及び技能】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の書体や書風
と用筆・運筆との関わりについて理解する。
・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣
との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化、各書体に特有の字形や線質の特徴を理
解する。
・行書・草書・隷書・篆書の古典に基づく基本
的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を習得できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の書体や書風
に即した用筆・運筆、字形、全体の構成につい
て構想し工夫できた。
【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り組
み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する
心情を養える。

〇 〇 〇 12

〇 〇

G 好きな言葉を書こう
【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用筆・
運筆、字形、全体の構成について構
想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に漢字の書の幅広い表現の
学習活動に取り組もうとしている。

２
学
期

D 文字の造形を学ぶ【行書】【草
書】【隷書】【篆書】
【知識及び技能】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の
書体や書風と用筆・運筆との関わり
について理解する。
・線質、字形、構成等の要素と表現
効果や風趣との関わり、日本及び中
国等の文字と書の伝統と文化、各書
体に特有の字形や線質の特徴を理解
する。
・行書・草書・隷書・篆書の古典に
基づく基本的な用筆・運筆の技能、
線質、字形や構成を生かした表現を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の
書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫
する。
【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

〇指導事項
　書体の違いを理解させる。
　【行書】
　・蘭亭序
　・風信帖
　・三筆・三跡について
　【草書】
　・真草千字文
　【隷書】
　・曹全碑
　【篆書】
　・秦山刻石

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

〇

F 仮名の書を学ぶ
【知識及び技能】
・仮名の古筆に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、連綿と単体、線
質、字形を生かした表現をするため
の技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮名の古筆の書風に即した用筆・
運筆、字形、全体の構成について構
想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に仮名の書の幅広い表現の
学習活動に取り組もうとしている。

〇指導事項
　創作

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品、字書

〇

〇指導事項
　・仮名の成立や種類
　・筆使い、平仮名、変体仮名、
　　連綿について理解させる
　書風の違いを理解させる。
　・蓬莱切
　・高野切第三種
　・三色紙
　構成方法の理解
　・散らし書き
　・行書き

〇教材
  小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

〇

３
学
期

E 漢字仮名交じりの書を学ぶ
【知識及び技能】
・目的や用途に即した効果的な表
現、漢字と仮名の調和した線質によ
る表現の技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字と仮名の調和した字形、文字
の大きさ、全体の構成、目的や用途
に即した表現形式、意図に基づいた
表現、名筆を生かした表現や現代に
生きる表現について構想し工夫す
る。
・創造された作品の価値とその根
拠、生活や社会における書の効用に
ついて考え、書のよさや美しさを味
わって捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性を
豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

〇指導事項
　・参考作品の臨書
　・創作

〇教材
  小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科　外国語：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

1

Lesson 8
・SNSについて、概要を把握するこ
とができる。　　　  　　　　　・
SNSに関する語句や文法事項を用い
て、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

・The Secret Life of a Gamer
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

○

○ 1

Lesson 10
・友情について、概要を把握するこ
とができる。　　　  　　　　　・
友情に関する語句や文法事項を用い
て、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

・Friendship over Time
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○

○ ○

○ ○ 10

定期考査
○

○○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○

○

評価規準

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

英語コミュニケーションⅠ

○

3

本文の内容について，学習した語句や文法事項
を用いて，自分の意見を話したり、書いたりで
きる。

学習した語句や文法事項を用いて、自分の意見を話したり、書いたりできる。

Revised LANDMARK Fit Ⅰ

　　　　　　　　　の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりするのに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

・What Do You Wear to School?
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

主体的にペアで話し合ったり、発表しようとしている。また、学習について振り返りができる。

英語コミュニケーションⅠ

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

本文に関連したテーマについて，事実や自分の考
えを整理して，主体的にペアで話し合ったり，簡
単な語句や文を用いて発表しようとしている。学
習について振り返りができる。

○○

東久留米総合

10

10

○

○○ ○

○ ○ ○

○ ○ 1

10

1

10○

○ ○

○

○ ○ ○ 10

10○ ○ ○

○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○

○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

２
学
期

○○

○

Lesson 7
・人物について、概要を把握するこ
とができる。　　　  　　　　　・
人物に関する語句や文法事項を用い
て、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

○○

○

外国語 英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 3
・制服について、概要を把握するこ
とができる。　　　　　　　　・日
本と海外の制服事情についての語句
や文法事項を用いて、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

領域

Lesson 1
・高校生活でやってみたいことにつ
いて、内容を理解できる。
・高校生活でやってみたことについ
て伝え合うことができる。
・高校生活でやってみたいことにつ
いて、他者の概要や要点をとらえよ
うとしている。

・Enjoy Your Journey!
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

○ ○

（１～６組：千野） （１～６組：磯貝） （１～６組：西村）

知

【学びに向かう力、人間性等】

配

当

時

数

態思

本文の内容を読み取ったり、聞き取ったりする
のに必要な基本的知識・技能を身に付ける。

1

外国語

合
計

105

１
学
期

Lesson 2
・お勧めの飲食店の紹介を聞いて要
点をとらえることができる。
・相手や自分が勧める飲食店につい
て伝え合うことができる。
・主体的にペアワークやはppyぷに
取り組み、振り返りができる。
　

・Curry Travels around the
World
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○ 10

定期考査

○○

Lesson 9
・月について、概要を把握すること
ができる。　　　  　　　　　・月
に関する語句や文法事項を用いて、
表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

10

Lesson 4
・世界遺産について、概要を把握す
ることができる。
・世界遺産に関する語句や文法事項
を用いて、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

・Eco-tour on Yakushima
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

観察、発表、ノート記入、ワークシート記
入

○ ○ ○ 10

３
学
期

・The Moon
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

定期考査

○

○ ○

・Cacao Revolution
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

定期考査

○

定期考査
○

・Chirori the Therapy Dog
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用

Lesson 6
・殺処分について、概要を把握する
ことができる。
・殺処分に関する語句や文法事項を
用いて、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

Lesson 5
・ジェスチャーについて、概要を把
握することができる。
・ジェスチャーに関する語句や文法
事項を用いて、表現できる。
・主体的にペアワークや発表に取り
組み、振り返りができる。
　

・Communicataion without Words
・教科書、プリント、ワーク、辞
書
・一人１台端末の活用



年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

東久留米総合

（６組：千野）（１組：大澤） （２組：千野） （３組：大澤） （４組：千野） （５組：大澤）

知

【学びに向かう力、人間性等】

2

Revised Applause English Logic and ExpressionⅠ

外国語

言語活動を通じて日常的社会的な話題について情報を整理しながら考えや意見などを形成し、論理の構成や展開を工夫して適切に伝え
たりすることができる。

論理表現 I

論理表現 I

実際に英語を用いた言語活動を通じて日常的社会
的な話題に関して表現した内容について質疑応答
をしたり感想や意見をペアやグループで伝え合う
ことができる。

外国語

 Lesson2
【知識及び技能】
　文型と動詞
【思考力、判断力、表現力等】
　賛成・反対を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　文化祭についてペアと話すことが
できる。

・Plans for the Weekend

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇

定期考査

外国語 論理表現 I

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

 Lesson4
【知識及び技能】
　完了形
【思考力、判断力、表現力等】
　経験を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツや音楽の経験をペアで伝
え合うことができる。

領域

１
学
期

 Lesson1
【知識及び技能】
　文の種類
【思考力、判断力、表現力等】
　応答・理由を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　クラブ活動や趣味をペアに紹介す
ることができる。

・My Hero

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 ○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

日常的社会的な話題について基本的で適切な語
句を用いて表現するための文法力・構成力を身
に付けることができる。

実際に英語を用いた言語活動を通じて日常的社会的
な話題について情報を整理しながら考えや意見など
を形成し、論理の構成や展開を工夫して適切に伝え
たりすることができる。

 Lesson5
【知識及び技能】
　助動詞
【思考力、判断力、表現力等】
　許可・義務を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　将来の夢をグループで伝え合うこ
とができる。

・My Own Experiences

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇

 Lesson3
【知識及び技能】
　時制
【思考力、判断力、表現力等】
　激励・計画を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　旅行の経験についてクラスに話す
ことができる。

・Tips for Foreign Tourists.

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用

定期考査

・Popular Foods in the World

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇

○ 〇〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

態

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入、パフォーマンステスト

○ ○

言語活動を通じて日常的社会的な話題に関して表現した内容について質疑応答をしたり感想や意見を伝え合うことができる。

言語活動を通して日常的社会的な話題について基本的で適切な語句を用いて表現するための文法力・構成力を身に付けることができる。【 知　識　及　び　技　能 】

5

5

1

4

4

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

配
当
時
数

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

思

○○

○

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入、パフォーマンステスト

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

1

6

○

○

○ ○



合計

70

定期考査

３
学
期

○ ○

○

２
学
期

 Lesson12
【知識及び技能】
　仮定法
【思考力、判断力、表現力等】
　助言・願望を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　日本の社会問題についてクラスに
自分の意見を示すことができる。

・A Sightseeing Spot to

Recommend

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用

〇

 Lesson11
【知識及び技能】
　比較
【思考力、判断力、表現力等】
　提案・称賛を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　国際問題について自分の考えを示
すことができる。

・Your Own Special Products

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 ○

○ ○

1
定期考査

○

6

 Lesson10
【知識及び技能】
　関係詞
【思考力、判断力、表現力等】
　定義・経緯を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　日本の文化や日本の人たちについ
てクラスで発表することができる。

・What Did You See?

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇 〇 〇

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入、パフォーマンステスト

○ ○ ○ 7

〇 ○ 〇 〇 〇

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

○ ○ ○

 Lesson9【知識及び技能】
　分詞
【思考力、判断力、表現力等】
　判断の根拠を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　自分自身や性格についてグループ
で発表することができる。

・Introducing Japanese Culture

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用

1

 Lesson8
【知識及び技能】
　動名詞
【思考力、判断力、表現力等】
　誘い・推薦を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツをすることの利点につい
てクラスで発表することができる。

・Ready for Disasters

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇 〇 〇

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入、パフォーマンステスト

○ ○ ○ 4

定期考査

〇

〇

 Lesson7
【知識及び技能】
　不定詞
【思考力、判断力、表現力等】
　感謝・謝罪を述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　贈り物の詳細をグループで話すこ
とができる。

・The Best-before Dates

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 〇 ○ 〇

 Lesson6
【知識及び技能】
　受動態
【思考力、判断力、表現力等】
　原因・喜びを述べる表現等
【学びに向かう力、人間性等】
　買い物について質問したり、答え
たりすることができる。

・Guinness World Records

・教科書、ワークブック、ワーク
シート、辞書
・一人１台端末の活用 ○ 〇 〇

〇

1

○ ○ ○ 7

○ 〇 〇 〇

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入、パフォーマンステスト

○ ○ ○ 6

4

7

〇 〇 〇 〇

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

○

○

○

○ ○

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入

観察、ワークブック提出、ワークシート記
入



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東久留米総合

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識についての理解

（　５組：　望月　） （　６組：　望月　）

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ

（　１組：　望月　） （　２組：　望月　） （　３組：　望月　） （　４組：　望月　）

情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに，情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

[情Ⅰ007-902]最新情報Ⅰ　改訂版

情報

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら改善しようとする。

情報Ⅰ

8

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

１
学
期

１　情報社会と情報
２　情報の特性
３　情報のモラルと個人に及ぼす影
響

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み

【知識・技能】
　実例を挙げて説明できる
【思考・判断・表現】
　情報の特性を取り上げ、その例を説明でき
る
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に役立てる方法を立案できる

○ ○ ○ 5

１　知的財産
２　情報の利用と公開
３　個人情報の保護と管理

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

１　社会の中の情報システム
２　情報技術と課題解決

１　メディアの発達
２　メディアの特性
３　コミュニケーションの形態

○ ○

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み

○

9

１　データの収集と整理

１　情報システムのプログラミング

○ 14

６　音声の表現
７　静止画と動画の表現
８　情報のデータ量

１　ネットワークの構成
２　情報通信の取り決め
３　Webページとメールの仕組み
４　転送速度とデータ圧縮

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み
定期考査

【知識・技能】
　圧縮率を求めることが出来る
【思考・判断・表現】
　圧縮効果を判断することが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】
　ネットワークの構成について調べ改善につ
なげようとしている

○ ○ ○ 14

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み
定期考査

【知識・技能】
　問題解決の評価の方法について理解してい
る
【思考・判断・表現】
　分析しやすいように評価結果をまとめるこ
とができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決の結果を振り返り積極的に評価を
行い改善を図ろうとしている

○ ○ ○

3

合計

70

観点別問題の得点 ○

【知識・技能】
　表現を分かりやすくするための工夫
【思考・判断・表現】
　文化の発展に与えている影響を説明できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　著作物を全体的に利用しようとしている

○

○

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み

【知識・技能】
　表現を分かりやすくするための工夫
【思考・判断・表現】
　デザインの工夫の提案

【主体的に学習に取り組む態度】
　評価を受けて改善しようとしている

○ ○ ○

○

1

１　社会の中の情報デザイン
２　情報デザインの工夫

１　モデル化とシミュレーション
２　モデルの分類

３
学
期

１　脅威に対する安全対策
２　情報セキュリティの確保
３　安全のための情報技術

１　問題の発見
２　問題の解決と評価

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み

【知識・技能】
　セキュリティポリシーや意義を説明できる
【思考・判断・表現】
　アクセス制御などを適切に選択できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　セキュリティポリシーの必要性を感じてい
る

○ ○

２
学
期

１　コンピュータの構成と動作
２　ソフトウェアとインタフェース

１　アナログとデジタル
２　2進数と情報量
３　演算の仕組み
４　数値と文字の表現
５　数値の計算

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み
定期考査

【知識・技能】
　２進法と情報量の関係を説明できる
【思考・判断・表現】
　情報量を適切な単位で表現したり変換でき
る
【主体的に学習に取り組む態度】
　表現できる情報量について関心を示し理解
しようとしている
　デジタル化された情報を主体的かつ適切に
取り扱おうとしている

○ ○

使用教材　教科書・Teamsの
ClassNotebook機能への書き込み

【知識・技能】
　メディアの特性を説明できる
【思考・判断・表現】
　情報の真意を読み解くことが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】
　メディアから収集する情報を批判的に思考
し、主体的に読み解こうとする態度を身に付
けている

○ ○

定期考査 考査問題 観点別問題の得点

定期考査 考査問題



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

２
学
期

○ ○

○ ○

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

12

○ ○ 〇 6

6

10

4

合計

70

〇

【職業に関する講演会】
職業に関する講演を通して、職業選択
において大切なこと、職業と進学・学
習の関係について理解させる。
【職業について考える】
「マインドマップ」や「KJ法」を活用
し、情報整理の方法を身につけさせな
がら、将来の職業について考えさせ
る。

・各教科の担当者による説明によ
り、自身の進路選択に適切な科目選
択について考え、試行錯誤させる。
・学部学科について正しく理解さ
せ、適切な進路選択に向けた意識を
身につけさせる。

【知識、技能】
科目選択や学部学科の重要性について理解し、そ
れらに関わる知識、技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力】
自身の進路選択について考え、ガイダンスの内容
を活用して適切な科目選択を行い、表現すること
ができる。
【学びに向かう力】
自身の進路について関心を向け、適切な科目選択
を行おうとしている。

【科目選択ガイダンス】
科目選択に向けたガイダンスを通し
て、自身の進路選択に適切な科目選択
ができる知識を身につけさせる。
【学部学科ガイダンス】
学部学科についてのガイダンスを通し
て、夏季課題を適切に行えるようにさ
せ、進路についての意識を高めさせ
る。

・外部講師による講演会により、職
業に関する理解を深めさせ、自身の
進路選択について考えさせる。
・自分の頭の中にある事柄を視覚
的、客観的に把握することが出来る
ようにさせるとともに、職業の意外
な繋がりに気づかせ、興味・関心が
向けられるような職業を模索させ
る。

14

○ 4

○ ○ ○ 8

（５組：澤崎・大塚） （６組：渥美・高麗）

【学びに向かう力、人間性等】

コミュニケーション能力を身に付け、他生徒
と積極的に協働し、主体的に学ぼうとしてい
る。

〇 〇

総合的な探究の時間 産業社会と人間

（１組：加藤・外村） （２組：千野・斎藤） （３組：佐藤・酒井） （４組：平井・菊田）

総合的な探究の時間 産業社会と人間 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合的な探究の時間

産業社会と人間

【 知　識　及　び　技　能 】基礎的・汎用的能力や社会人基礎力を育む。

１０年後を見すえた自己の生き方・あり方に関して時間をかけて考えさせる。

２５歳になった時、社会の中で輝く。

職業探索や自分探しについて知り、それに関わ
る知識、技能を身に付ける。

諸資料をもとに判断することが出来る。ま
た、学習したことを自ら表現することができ
る。

【進路ガイダンス】
東久留米総合のキャリア教育について
理解させる。
【オリエンテーション】
産業社会と人間の概要について理解さ
せる。
【自己理解】
自分自身について改めて考える機会を
持たせ、自己理解を深めさせる。

・キャリア教育の概要と重要性を理
解させる。
・産業社会と人間の概要と取り組み
について理解させる。
・３年後のビジョンとこの１年間の
目標を立てさせる。

【知識、技能】
東久留米総合のキャリア教育や産業社会と人間に
ついて理解し、自己理解に向けた知識、技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力】
高校入学時点の自身の将来への希望について考
え、その内容について自ら表現することができ
る。

【進路適性検査】
「職業レディネステスト」に取り組ま
せ、自分の適職について考えさせる。
【グループエンカウンター】
他者を意識させ、良好な人間関係を構
築させる。
【ジョハリの窓】
自己認識と他者の認識を整理させ、自
己理解を深させる。

【知識、技能】
自己と他者の認識を理解し、そこから自己理解に
結び付けるための知識、技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力】
自身の興味・関心や自己について表現し、それら
をもとに自己理解や職業の適正について考えるこ
とができる。
【学びに向かう力】
他者と良好な人間関係を構築しようとしている。

・ハローワーク監修のテストを活用
し、自己の適職を客観視させる。
・「ネームゲーム」を通して、活動
班のメンバーとの人間関係を構築さ
せる。
・「ジョハリの窓」により、自己認
識と他者の認識を理解させ、それら
を整理することで自己理解を深めさ
せる。

配当
時数

１
学
期

○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

○ ○

【知識、技能】
職業や進路・学びの関連性について理解し、それ
らに関わる知識、技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力】
職業に関するさまざまな情報について整理し、そ
れらをもとに将来の職業について考えることがで
きる。
【学びに向かう力】
他生徒と協働的に情報整理を行い、職業について
主体的に学ぼうとしている。

〇 〇 〇

【夢ナビワーク】
自分の関心に関連する学問や研究の書
かれた「講義シート」を活用し、将来
について考えさせる。
【優秀課題研究発表会】
上級生の課題研究の成果発表を参観さ
せ、自身の進級後の取り組みについて
考えさせる。

・「講義シート」を読みまとめ、発
表原稿を作成、プレゼンテーション
を行うことで、学びたい学問や取り
組みたい研究内容等を意識させ、将
来に向けて考えさせる。
・課題研究発表会を参観すること
で、２年次「人間と社会」、３年次
「課題研究」の自身の取り組みに向
けた意識を持たせる。

【知識、技能】
上級生の課題研究の取り組みについて理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】
自身の学びたい学問や取り組みたい研究内容につ
いて意識し、高校生活において必要な取り組みに
ついて考えることができる。
【学びに向かう力】
自身の進級後や将来へ向けての取り組みについ
て、主体的に考えようとしている。

【１分間スピーチ】
夏季休業中の課題であるオープンキャ
ンパス参加と職業探索、図書について
発表を行わせる。

・オープンキャンパスと職業探索、
図書についての発表を通じ、プレゼ
ンテーション能力を向上させる。

【知識、技能】
夏季課題の取り組みの中で、上級学校や職業につ
いて理解し、それらに関わる知識、技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力】
自身の夏季課題の結果をもとに、他社に向けてそ
の内容を表現することができる。
【学びに向かう力】
他者の発表に関心を向けて視聴し、自身のキャリ
ア形成に活かそうとしている。

【１０年後への手紙】
「産業社会と人間」の１年間の授業を
振り返らせるとともに、１０年後の自
分に向けた手紙を作成させる。

・１年間の授業での取り組みを振り
返らせるとともに、１０年後の自分
への手紙を作成させることで、自身
の将来の目標や今後の取り組みにつ
いて再認識させ、自身のキャリア形
成に向けた意識を高めさせる。

【知識、技能】
キャリアについて考えることの重要性を理解し、
自身の将来を考えるために必要な知識、技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力】
自身の１０年後の将来について考え、そこへ向け
た目標や目的を踏まえて、１０年後への手紙を書
くことができる。
【学びに向かう力】
将来の自分に向けた手紙を作成することで、自身
のキャリア形成に向けた意識を高めようとしてい
る。

【くるそーマイデザイン】
「２５歳の自分創り」を具体化させ、
自身の理想とする将来像やこれからの
抱負について発表を行わせる。

・プレゼンテーションを最終目標と
し、自分が将来何に挑戦していくの
か他者にしっかりと伝えられる力を
身に付けさせる。

【知識、技能】
自身の理想とする将来像について理解し、将来像
について考えるために必要な知識、技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力】
自身の理想とする将来像について考え、他社に向
けて発表する準備を行い、自ら表現することがで
きる。
【学びに向かう力】
他生徒の将来への抱負について関心を持ち、肯定
的な姿勢で発表を聞こうとしている。

【職業人インタビュー】
職業人へのインタビューに向けた準備
を行い、実施する中で、職業について
理解させ、自身の職業選択について考
えさせる。

・インタビューに向けて職業につい
て調べさせ、質問を考えさせること
で、職業に関する理解と関心を深め
させる。
・外部講師に対してインタビューを
行うことで、コミュニケーション能
力を向上させる。

【知識、技能】
職業調べの中で職業について理解し、インタ
ビューの質問設定に必要な知識、技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力】
職業調べで生じた疑問からインタビュー内容を設
定し、外部講師に対して適切にインタビューを行
うことができる。
【学びに向かう力】
インタビューに向けて積極的に職業調べや準備を
行い、職業についての理解を深めようとしてい
る。

○ ○ ○

〇


